





























5）  AIMR (1993), p.74, p.91（八田・橋本訳（2001）、113ページ、141ページ）．













































（IFRS）第 13号「公正価値測定」や SFAS第 157
6）  Papa (2014), p.54.
7） CFAI (2010), pp.1-2.
8）  CFAI (2010), pp.8-9.
　 　なお、観察可能でないインプットとは、市場参加者が資産や負債の価格付けに用いるであろう仮定のうち、市場データが入手可
能でなく、当該仮定に関する利用可能な最善の情報を用いて作成されるものをいう（IFRS第 13号、付録 A）。














































10 ） CFAI (2016b)（IFRS第 13号、par.9、BC29参照）．
　 なお、CFA協会の示す公正価値の日本語訳は、IFRS第 13号で適用されている日本語訳を引用している。
11 ）  IFRSsとは、IFRSと国際会計基準（IAS）、および、それらの解釈指針の総称である。
12 ） IFRS第 13号公表前に IFRSsで用いられていた定義は、「独立第三者間取引において、取引の知識がある自発的な当事者の間で、




14 ） IFRS第 13号、par.9。
　 　SFAS第 157号や IFRS第 13号の開発時、CFA協会は、2004年 6月に FASBが公表した公開草案「公正価値測定」に対してのみ
コメントを寄せており、ここから、IASBの提案する公正価値の定義の変更点に対し、CFA協会は異論がなかったといえる。また、
CFA協会は、FASBが公開草案で提案した公正価値の定義に賛成していた（CFAI (2004b), p.2）。

































































19）  SFAS第 157号、par.21、par.22。
20）  McEnally (2007a), p.26.
21）  McEnally (2007a), p.26.
22）  CFAI (2007), p.4.
23） IASCのフレームワーク、par.26。
24） IASCのフレームワーク、par.31。
25）  CFAI (2007), p.10.






























































27）  CFAI (2007), p.10.
28） CFA協会は、適時性を目的適合性の重要な特性（an important attribute of relevance）、忠実な表現を目的適合的な情報に欠かせな
い特性（an essential attribute of relevant information）としている。つまり、適時性は目的適合性の構成要素であるが、信頼性はその
構成要素にならない（CFAI (2007), p.10）。
29） CFAI (2007), p.10, p.57.
30）  CFAI (2007), p.10, p.57.
31） CFAI (2007), p.11.
32） CFAI (2007), p.11.
33）  以下、区別する必要がある場合を除き、両者は区別せずに「概念フレームワーク」とする。
34） CFA協会は、2006年公表のディスカッション・ペーパーに対してのみコメントを寄せており、情報の質的特性に関して、CFA







































































40）  IASB (2016), pp.10-11.
41） IASB (2015), par.2.17.
42） CFAI (2014b), pp.3-4.






































































43）  CFAI (2014b), p.4.
44）  CFAI (2014b), p.4.
45）  CFAI (2014b), p.4.
46） CFAI (2014b), p.4.
47）  CFAI (2014b), p.4.
48）  IASB (2015), BC2.6, BC2.11.
49）  CFAI (2014b), p.4.
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